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※ 本事例は「令和4年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果とエネルギーコスト削減効果は補助事業実績報告書に基づいた数値です。
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56℃ の 源 泉 を 熱 交 換 し 客 室 ・ 浴 場 ・ 厨 房 等 の 給 湯 の 昇 温 に 、 浴 場

（浴槽、シャワー等）の排湯熱を循環浴槽の保温に利用している。融

雪回路はヒートポンプ採熱温度を低下させるための源泉減温機能と

しての役割がある。

光熱費削減検討の結果、効果が高いと判明した排湯熱利用を事業化。

先に取り組んだグループ会社で重油使用量が大幅に削減されたこと

から、本事業へ横展開することとなった。
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システム提案

3年事業

１年目

2年目

3年目

2020年

2021年

2022年

5月

8月

検討開始

1月

・事業計画の策定
・社内合意形成
・活用補助事業の決定

6月

・施工業者選定
・補助事業申請

施工完了

193 万円
年相当/

宮城県
仙台市

10月

・施工工事契約締結
・補助金交付決定

11月

施工開始

6月

補助金交付額決定
（完了実績報告書提出）
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